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総合内科・総合診療科において, 菌血症疑いの患者で血液培養を採取した患者(分母)のうち、
血液培養2セット採取数(分子)から採取率を算出。

血液培養においては、感度を上げるためならびにコンタミネーションの確認のために2セット採取が推奨されています。
そのため、当科ひいては当院の血液培養における2セット採取率の把握は重要と考えます. 

外来においては、血液培養2セット実施率は100％と
良好でありました。
入院においては80%台であり、当直中に他科の患者
の血液培養を依頼され、1セットのみ採取していること
が影響していると考えられます。経年的には実施率の
上昇傾向にあり、望ましい結果と思います。

総合内科・総合診療科

１０ 血液培養２セットの実施率
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